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「廃棄物に関する県民アンケート」の結果等及び今後の対応 
 
１ アンケート結果を反映した事業の状況 
 
○循環型社会の形成を目指したごみの減量リサイクルを一層加速させていくため、本
アンケートで寄せられた御意見も踏まえ、Ｈ２７年度に向けて事業の拡充・強化を
図ることとした。 

 
＜平成２７年度に実施予定の事業内容＞ 
 １ ４Ｒ実践活動の拡大 
 （１）食品ロス削減に向けた取組展開【拡充】 
  ・民間団体や飲食店等での食べきり運動、食品ロス実態調査実施等 
 （２）簡易包装推進運動の展開 
  ・マイバッグ持参、詰替え商品等の推進キャンペーン実施 
 （３）リユース実践の展開【新規】 
  ・リユースシステム構築に向けたモデル事業実施 
 （４）民間団体等の４Ｒ実践活動推進【拡充】 
  ・民間団体の４Ｒ実践活動の普及支援、鳥取環境大学と連携した生ごみコンポス

トの推進 
 ２ 市町村等の取組支援【拡充】 
  ・４Ｒの推進に取り組む市町村等を幅広く支援 
 ３ ４Ｒ実践拡大会議を通じた連携強化 
  ・実践団体、事業者、行政等が一堂に会し意見交換等を実施 
 
 

 
２ 記述意見に対する対応方針 

＜設問＞食品ロス削減、簡易包装の推進、生ごみの減量リサイクル、紙ごみや小型
家電のリサイクル推進、廃棄物の減量リサイクル全般への御意見     

 
 

意  見 
 

対応方針 
 
別紙のとおり 
 
 
 
 
 

 
・現在、次期廃棄物処理計画の策定について、県環境
審議会に諮問し、議論を開始したところです。 

・本アンケートで寄せられた意見は審議会でもご紹介
し、計画に盛り込む施策検討の参考とさせていただ
きます。 

 
 
 
 



（別紙） 

「廃棄物に関する県民アンケート」に寄せられた記述意見等の概要 

 

循環型社会推進課 

 

問１０ 家庭で、食べ残し等の食品ロス（生ごみ）が少なくなるような工夫や行動をしていない 

理由は何ですか。 

＜主な「その他」記載＞ 

○家族の人数が多い、子供がいることなどから、どうしても作り過ぎてしまう、食べ残しが

出てしまう（８件）。 

○安いとついつい買いすぎてしまう、まとめ買いをしてロスが出てしまう（６件）。 

○野菜の皮、芯など利用できない、利用方法の分からないものは残ってしまう（４件）。 

 

問１２ 外食時や宴会等で、食べ残し等の食品ロス（生ごみ）が少なくなるような工夫や行動を 

しない理由は何ですか。  

 

＜主な「その他」記載＞ 

○宴会の場合は、開催の趣旨、参加者のいろんな考え、人数などから困難（２４件）。 

○衛生上の理由などで持ち帰りが難しい（３件）。 

○量の注文ができない、店への遠慮、残飯は家畜等の餌になるから（各１件）。 

 

問１３ 県では飲食店等の協力店で食べきりを啓発する事業を検討していますが、この取り組み 

についてどう思われますか。 

 

＜主な「その他」記載＞ 

○ドギーバッグなど持ち帰りの工夫をする方がよい（３件）。 

○効果が分からないのでやめた方がよい（２件）。 

○スーパー、コンビニの食品ロス削減も同時に行う必要がある（１件）。 

 

問１５ ごみを減らすために、マイバッグを持参したり、レジ袋を断ったりしていない理由は何 

ですか。 

 

＜主な「その他」記載＞ 

○ついついマイバッグを忘れてしまう（３１件）。 

○家庭でごみ袋として使うためにレジ袋が欲しいことがある（２６件）。 

 

問１７ 包装が過剰な商品や不要な包装は断ったりしていない理由は何ですか。 

 

＜主な「その他」記載＞ 

○断る前に包装されている、店のサービスに断りにくいなど（１０件）。 

○贈答用など包装が必要なことがある、過剰なときだけ断っている（１４件）。 

○家で使うなど包装紙のほしいことがある（５件）。 

○断るのを言い忘れる（３件） 

 



問１９ 詰め替え商品や、容量等が少ないばら売り商品などを購入されていない理由は何ですか。 

 

＜主な「その他」記載＞ 

○詰め替え商品の方が価格の高いことがある（２１件）。 

○詰め替え商品のないときがある、商品が少ない、ばら売り商品を見かけない（６件）。 

 
 
問２０ 県では、詰め替え商品やばら売り商品などの簡易包装を推進する事業を検討していますが、

この取り組みについてどう思われますか。 

 

＜主な「その他」記載＞ 

○県、行政が行うことではない（２件）。 

○価格に跳ね返らなければ良い取り組み（２件）。 

○ばら売りでは衛生面が劣るなど（１件）。 

 
 

問２１ 自宅から出る生ごみの処理について、生ごみをどう処理されていますか。 

 

＜主な「その他」記載＞ 

○畑の堆肥、犬・猫の餌にしているなど（６件）。 

 
 
問２３ 生ごみの水切りをしない理由は何ですか。 

 

＜主な「その他」記載＞ 

○水切りしているが、必ずではない（６件） 

○畑の堆肥、犬・猫の餌にしているなど（３件）。 

 



問２５ 段ボール堆肥化をやらない理由は何ですか。 

 

＜主な「その他」記載＞ 

○生ごみコンポストを使っている、畑の堆肥など別の方法を取っている（１３件）。 

○虫がわく、臭いが気になる（１０件）。 

○自宅に置き場所がないなど（９件）。 

○堆肥の使い道がない（７件） 

○ピートモス購入など経費がかかる（４件） 

 
 
問２８ ご自宅で出る紙ごみについて、どう処理されていますか。 

 

＜主な「その他」記載＞ 

○スーパーなど店頭回収に出している（４件）。 

○リサイクル業者に出している（３件）。 

 
 

問２９ 紙ごみを可燃ごみとして出している理由は何ですか。 

 

＜主な「その他」記載＞ 

○個人情報が書いてあるから（１１件）。 

○リサイクル業者などに出している（３件）。 

 
 
問３０ レアメタル等の有用金属のリサイクルを進めるため、小型家電（携帯電話、電話機、電子

レンジ等）を分別回収する市町村が県内で広がってきています。この取組についてどう思われます

か。 

 

＜主な「その他」記載＞ 

○採算が取れるのであれば行ったほうがよい（２件）。 

 
 

問３２ 廃棄物の処理やリサイクルに関し、どんな情報が知りたいですか。 

 

＜主な「その他」記載＞ 

○ごみを出しても安心な回収に回っている廃棄物処理業者名や自治体のごみの出し方、分別

の仕方、回収日などの行政情報（６件） 

○リサイクルに係る経費とその効果（３件） 

○分別回収されたごみがどのようにリサイクルされているのかという実態（３件） 

 



問３３ 廃棄物の減量やリサイクルを推進するために、今後、特に力を入れるべきだと思うのは何

ですか。 

 

＜主な「その他」記載＞ 

○生ごみ処理機の購入補助や無償貸出し（２件） 

○不用品のフリーマーケットの実施（２件） 

○家庭だけでなく、製造・販売業者による過剰包装の削減やごみ減量化（１件） 

 

 

問３４ 廃棄物の減量やリサイクルについて御意見・御提言（自由記載） 

 

＜啓発、情報提供＞ 

・段ボール堆肥を初めて知った。早速してみたい。家庭でできる情報を載せるなど、啓発活動に力を

入れてほしい。  

・ゴミ出しの分別方法は、もっと細かく記載しないと分からない。 

・ゴミ処理の流れを理解している人がどれだけいるのか。ゴミ処理の流れ等を見学できるチャンスを

作っていただけたらと思う。 

・分別がよく分からないものはついつい家に置いたままになる。もっと気軽に相談できる窓口を提供

してほしいい。 

・店頭回収は、どこでどんな回収をしているかわかるといい。卵パック、牛乳パックなどしている場

所としていない場所があったりする。卵パックは県ではしていない？ 

・ペットボトルや紙パックなど回収できないと思っていたり、面倒くさがる人がいる。この部分の改

善をしていかないといけない。 

 

＜行政の取組や指導＞ 

・ゴミ袋有料化など家庭ごみの減量化の取組の結果、家庭ごみがコンビニに持ち込まれるようになっ

たのではないか。悪影響も考えた上で施策を行うべき。 

・一般的には、経済成長は大量生産・大量消費に繋がり、ごみの減量とは相反する部分がある。長期

的な視野で、県政として一体感のある取組みを目指し、県民との情報共有を図っていただきたい。 

・リサイクルよりリユースの方が大事だと広報には書かれているが、現在の取組はリサイクルに重点

が置かれている。ぜひリユースに向けた仕組みづくりに少しずつでも挑戦していただきたい。 

・全国の自治体が協力して、リサイクル費用は製品価格に上乗せされるようにはできないか。 

・私の家は、ほぼ徹底してごみの減量化に努めている。行政の指導や援助を強くしてほしい。 

・4R の必要性をもっとアピールすべき。ステーションでの生ゴミ回収や、大型ゴミの回収をしてほ

しい。 

・大学生や単身者が多く、共同のごみステーションにまったく分別しない悪質者がいる。大学、高校、

企業などに教育してほしい。 

・生ゴミの水切りにがんばりたい。できれば堆肥にできるよう処理したいので機械の斡旋や補助があ

れば利用したい。 

・小型家電の回収を進めてほしい。携帯を抱えて待っている。 

・ごみ処理場が満杯になるのが目に見えているのに、他地域のものまで受け入れなくてもよい。 

・リサイクルとして、廃棄物を修理して使用できるものを安く売ってもらえるところが欲しい。～自

転車、電化製品、家具など～ 

・生ごみ回収は、開けた時に匂うし、他家の生ごみを見るのも嫌だしやりたくない。段ボールとビー

トモス等の堆肥化セットを無料または安価で町内で配れば、取り組みたい。 

 

＜リサイクルの費用対効果＞ 

・リサイクルを行う経費や手間の方が廃棄物として処理する経費より高く、環境破壊という意見を聞

く。正しいリサイクルなのか、費用対効果を検証してほしい。 

 



＜行政、事業者への提案＞ 

・食品廃棄物の堆肥化を例にとると、条例で個人でも堆肥化した商品を販売できるような仕組みを作

れば、県民の参加意識や、知識の向上につながるしリサイクル率も向上する。 

・生ごみ処理機等の購入補助等を行って欲しい。欲しい方にはさしあげる。 

・生ごみ処理機の購入補助があれば、購入する人は増えると思う。 

・レジ袋の削減の他、店舗でのトレーやパッケージについても削減やリサイクル製品への切り替えを

検討してほしい。野菜など果物は、かご販売を積極的に導入してほしい。 

・簡易包装は、店から一言簡易包装ができる旨を教えてくれるといい。 
・スーパーなどの商品販売の際、袋に入っているのにさらに発泡スチロールのトレーを使っている物

がある。肉や魚も袋でよいと思う。 
 


